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ニューアルした駅前公衆トイレ

新年賀詞交歓会開催

2015年の元気に向かって乾杯

よt．虐㌧言、■■漉石葡F励ヴ碧L感
！　　　　ご

聞新光口ま「

を
作
こ
て
下
さ
い
」
と
松
本

市
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈

ら
れ
た
。

律
区
て
走
る
L
徒
区
に
．
地
上
6
階
建
．
士
報
直

積
約
3
万
2
．
3
2
0
2
m
の
地
域
区
分
郵
便
局

を
建
設
中
で
あ
り
、
こ
の
場
所
が
東
京
2
3
区

ス
C
紀
節
点
に
あ
り
、
交
通
に
利

便
性
に
優
れ
て
い
る
。

和
光
北
イ
ン
タ
ー
地
域
土
地
区

は
造
成
工
事
が
完
了
。
平
成
毎
年

度
ま
で
に
は
区
画
整
理
事
業
を
終

了
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

和
光
市
駅
前
公
衆
ト
イ
レ

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
で
生
ま
れ
変
わ
る

事
業
者
に
施

設
に
対
す
る

命
名
権
を
付

与
す
る
代
わ

り
に
、
そ
の

対
価
と
し
て

相
応
の
金
額

を
事
業
者
が

施
設
の
管
理

者
に
支
払
う

と
い
う
仕
組

み
。
大
き
な

ス
タ
ジ
ア
ム

和
光
市
駅
前
に
あ
る
公
衆

ト
イ
レ
が
、
『
和
光
市
駅
前

ト
イ
レ
診
断
士
の
廟
堂
（
か

わ
や
ど
う
）
』
と
し
て
生
ま

れ
変
り
1
月
8
日
（
木
）
、

オ
ー
プ
ン
・
セ
レ
モ
ニ
ー
が

開
催
さ
れ
た
。
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
に
よ
る
公
衆
ト
イ
レ

の
改
修
事
業
は
県
内
初
の
試

み。
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
と
は
、

や
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
な

ど
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。

今
回
和
光
市
は
一
風
変
わ
っ

た
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
手
法

を
実
施
。
駅
前
の
公
衆
ト
イ

レ
に
命
名
権
を
与
え
、
事
業

者
を
募
集
し
た
。
募
集
に
対

し
2
社
の
応
募
が
あ
り
、
ト

イ
レ
の
総
合
メ
イ
ン
テ
ナ
ン

ス
事
業
な
ど
を
行
う
「
C
S

リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
堕
丑
匡

（
越
谷
市
）
に
決
定
。
同
社

は
、
社
内
検
定
が
厚
生
労
働

省
の
認
定
を
受
け
て
い
る

「
株
式
会
社
ア
メ
ニ
テ
ィ
」

（
横
浜
市
）
の
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
で
、
「
ト
イ
レ
診
断
士
」

の
資
格
を
零
し
た
巻
貝
が
、

こ
の
駅
前
ト
イ
レ
の
専
門
的

な
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
実
施

す
る
。
改
修
に
伴
う
費
用
や
、

平
成
2
9
年
3
月
ま
で
の
維
持

管
理
な
ど
の
メ
イ
ン
テ
ナ
ン

ス
に
か
か
る
費
用
は
、
総
額

で
約
5
0
0
万
円
に
上
る
見

込
み
。
要
望
の
高
か
っ
た
和

式
便
器
か
ら
洋
式
便
器
へ
の

変
更
や
、
光
量
の
高
い
L
E

D
電
球
の
設
置
、
多
目
的
ト

イ
レ
の
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
設
置

な
ど
の
改
修
に
加
え
、
毎
月

の
衛
生
陶
器
の
維
持
管
理
を

行
う
。
こ
れ
ら
の
費
用
は
全

て
命
名
権
を
獲
得
し
た
同
社

の
負
担
と
な
り
、
税
金
は
一

切
か
か
ら
な
い
。

市
の
担
当
者
は
、
「
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
事
業
は
、
市

と
事
業
者
、
そ
し
て
市
民
、

全
て
の
人
が
得
を
す
る
関
囁

市
は
、
財
政
事
情
が
厳
し
い

中
、
お
金
を
か
け
ず
に
市
民

に
快
適
な
空
間
を
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
、
事
業
者
は
、

専
門
知
識
や
技
術
を
提
供
す

る
こ
と
で
、
そ
の
認
知
度
を

高
め
る
宣
伝
効
果
が
期
待
で

き
る
。
今
後
も
こ
の
手
法
を

取
り
入
れ
た
い
。
」
と
話
し

て
い
る
。
C
S
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株

式
会
社
の
増
田
恭
章
社
長

（
聖
は
セ
レ
モ
ニ
ー
の
あ

い
さ
つ
で
、
「
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
は
企
業
名
を
付
け
る

こ
と
が
多
い
が
、
ト
イ
レ
診

断
士
を
社
会
に
認
知
し
て
も

ら
う
た
め
に
命
名
し
た
。
ト

イ
レ
の
代
名
詞
と
な
っ
て
い

る
〝
臭
い
“
、
〝
汚
い
“
、

〝
暗
い
“
、
〝
怖
い
“
の
公

衆
ト
イ
レ
の
4
K
を
、
少
し

で
垂
環
境
に
し
た
い
。
」

と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

平
成
2
7
年
和
光
市
商
工

会
主
催
の
新
年
賀
詞
交
歓

会
が
1
月
1
5
日
（
木
）
、
午

後
5
時
、
和
光
市
民
文
化

セ
ン
タ
ー
サ
ン
ア
ゼ
リ
ア
・

小
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

豊
田
真
由
子
衆
議
院
議
員
、

井
上
航
県
議
会
議
員
始
め
、

菅
原
和
光
市
議
会
議
長
、

栗
原
副
議
長
な
ど
1
2
名
、

松
本
武
洋
和
光
市
長
、
大

久
保
和
光
市
教
育
委
員
会

教
育
長
、
山
崎
企
画
部
長
な

ど
7
1
3
名
、
埼
玉
県
南
西

部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
斎

藤
修
一
所
長
、
朝
霞
公
共

職
業
安
定
所
小
久
保
勉
所

長
、
陸
上
自
衛
隊
朝
霞
駐

屯
地
萩
庭
賢
了
業
務
隊
長
、

埼
玉
県
信
用
保
証
協
会
川

越
支
店
灰
原
久
雄
審
査
役
、

（
独
）
理
化
学
研
究
所
古
屋

輝
夫
理
事
他
関
係
団
体
1
2

名
な
ど
多
数
の
列
席
者
を

迎
え
て
盛
大
に
催
さ
れ
た
。

斎
藤
会
長
は
挨
拶
の
な

か
で
、
昨
年
制
定
さ
れ
た

「
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
」

に
触
れ
て
、
「
小
規
模
企
業

の
活
力
発
揮
の
必
要
性
に

向
け
、
個
人
能
力
の
発
揮

を
図
る
施
策
の
策
定
や
実

施
な
ら
び
に
、
そ
の
事
業

の
持
続
的
な
発
展
を
図
る

べ
く
、
本
会
は
他
に
先
駆

け
て
の
支
援
計
画
の
策
定

に
向
け
て
全
力
を
挙
げ
て

す
で
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

下
、
昨
年
1
1
月
に
N
H
K

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
商

工
会
全
国
大
会
に
お
い
て
、

全
国
約
1
7
0
0
の
商
工

会
の
活
動
事
例
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
本
会
が
準
グ
ラ
ン
プ

リ
（
全
国
第
2
位
）
に
輝
き

ま
し
た
」
と
会
員
に
感
謝
を

軒
慧
〕
独
＿
■
賢
醐
　
策
竺
　
柑
禁
臥
訂
l
一
絹
業
し
攣
協
定
を
■
全
納


